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● ✅定期的な啓発活動
○ 全配達員向けに啓発情報の配信（多

言語対応）
○ 警察・行政からの啓発情報の配信
○ 「高リスク」エリアに集中的な啓発を実

施

● ✅配達パートナーをGPSで追跡

● ✅車両の通報制度（アプリ内）
○ 報告の場合、調査及び対応を実施

● ✅お客様相談室

● ✅SNSのモニタリング

● ✅アカウントの一時停止

● ✅登録時の車両区分を確認

● ✅報告者及び配達パートナー

から情報収集

● ✅移動速度を確認

● ✅登録時の車両区分と異なる

車両の利用が疑わしい場合、ア

カウントの永久停止

● ✅配達パートナーへの周知事項
○ 車両区分に係る事項を偽らない
○ 登録した車両区分のみを利用
○ 法令違反の場合、罰則の可能性有

り

● ✅会員規約においての義務付け

○ 車両区分に係る事項を偽らない
○ 登録した車両区分のみを利用

● 🛠車両区分確認のチェックリスト

○ ６月末までに導入予定

配達パートナーの
登録時

配達パートナーの
稼働中

ペダル付き電動バイク
報告の場合

次頁参照

Uber Eats：ガイドラインの遵守状況
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【ガイドライン 3-ア (P. 8) 】
●  配達員の会員登録時等に、配送業務に使用する車体を「自転車」といった、 運転免許を受けていない者であっても運転ができる車両区分を登録しようとする

者に対しては、チェックリストを用いて確認及び申告させる方法等によ  り、当該車両がペダル付き電動バイク等の電動モビリティでないことを確認 するこ

と。

● 確認の結果、当該車両がペダル付き電動バイク等の電動モビリテ  ィである可能性が高いと認められる場合には、運転免許を受けていない者で  あっても運

転ができる車両区分での登録をさせないこと。

チェックリストの対応状況

Uber Eats は現在、チェックリストの作成を開発中。

配達パートナーの登録フローに影響を与える新たな要件は開発が困難なため、2025年6月末導入予定。

チェックリスト導入後の配達パートナー登録フロー

1. Uber ドライバーアプリをダウンロードし、アカウントを作成（電話番号・メールアドレス・氏名を登録）

2. 登録に必要な書類をアップロード（プロフィール写真、本人確認書類、運転免許証、ナンバープレート、保険書類など）

3. 車両区分で「自転車」を選択した場合、アカウント稼働前にチェックリストを表示

4. 配達パートナーはチェックリストにて車両区分を確認・申告：
a. 車両の種類（普通・電動アシスト自転車　/　ペダル付き原動バイク（フル電動自転車）/　徒歩）
b. 電動機の有無
c. TSマークやBAAマーク表の有無
d. スロットルがが装備され、ペダルを回さずに走行可能か
e. 走行速度が向上するような改造を施しているか　など

5. ペダル付き原動バイクに該当する場合、適切な車両区分（「原付・二輪」）で再登録を案内。該当しない場合、自転車として登録し、配達パートナーのアカウント
が有効化され、稼働可能となる

車両区分確認のチェックリスト（概要）

https://www.npa.go.jp/news/release/2024/guideline1108.pdf


①アカウントの作成（電話番号
・メールアドレス・氏名・銀行口
座の登録）

②登録に必要な本人確認書
類・車両の書類をアップロー
ド

配達に使用する車両区分
を選択

プロフィール写真の登録。
本人確認書類と一致を確認

（参考）登録時のチェックリストまでの流れ



③車両区分で「自転車」を選択
した場合、チェックリストを表示

④チェックリストにて「普通・電動アシスト自転車」
を選択した場合、確認の質問事項を表示

⑤確認項目を完了しないと稼働できない設定。ペダル付き原動バイクに該
当する場合、適切な車両区分（「原付・二輪」）で再登録を案内。

（参考）登録時のチェックリストまでの流れ

利用する自転車を選択し

てください :

続ける

普通・電動アシスト自転車
普通自転車で配達する予定です。原
動機により走行することができませ
ん
（ペダルを漕ぐ必要有り）。

ペダル付き原動機付自転車（フル電動
自転車）
原動機により走行することができる自転
車で配達する予定です。ペダルを漕が
なくても走行できる自転車です。

その他（徒歩）

お使いの車両にはスロットルが取り付けら

れていますか？ (スロットルの着脱が可能な

場合も含む）ペダルを回さずに走行すること

ができますか？

チェックリストのイメージ



新規登録時の案内資料に出前館として使用不可にしている車両を明記。また、ドライバーアプリで配達を開始す
る際には登録済みの車両のみ選択できる仕様に改修を行い、管理を厳格化した。

出前館

＜ドライバーアプリでの配達車両選択画面＞

登録車両でのみ稼
働できる仕様に

使用不可車両を
明記



✅定期的な啓発活動
● 定期発行物にて全配達パートナーにフル電動自転

車（当時の呼称）禁止を周知
● 警察・行政からの啓発情報の配信

✅違法車両の通報
● アプリのサポートデスクにて違反車両通報が可能→

自社サポートチームが確認

● X等のSNSにて違反をモニタリング

また、以前よりWolt配達バッグに背番号制を導入することで

通報に役立てている

✅アカウント停止処分

● 違反報告を確認した場合、該当CPや店舗、顧客等に

確認

● 使用が判明した場合には、アカウント永久停止

✅配達パートナーへの周知事項
● 登録時、使用車両も併せて登録。その際、交

通ルールに焦点をおいた適正テストを実施
し、ペダル付き電動バイクはWoltでは使用不
可と周知

● ヘルプセンター内の登録説明ページにて使用
可能な車両を明記

● 配達で使える車両区分を明記

✅契約書・ガイドラインでの義務付け
● 業務委託契約・ガイドラインにて登録車両以

外の配達を禁止事項に明記
● 違反の場合は解除と明記

Wolt

配達パートナーの
登録時

配達パートナーの
稼働時

ペダル付電動バイク使
用判明時

登録時適正テスト問題文面



menu

配達パートナーの登録時 配達パートナーの稼働中

ペダル付き電動バイク報告の場合

✅ 配達パートナーへの周知事項
● 登録時、使用車両も併せて登録
● 2025年4月頃に、使用車両の登録画面において、ペダル付き原動

機付自転車に関する下記の注意文言を追加予定

✅定期的な啓発活動
● 配達員向けのガイドライン、メールにて警察・行政からの啓発情

報の配信

✅配達員をGPSで追跡

✅通報制度
● お客様・店舗・配達員からの報告を受けた場合は調査・対応を

実施

✅SNSのモニタリング

✅アカウントの一時停止

✅報告者、報告対象の配達員に詳細をヒアリング

✅移動速度の確認

✅アカウントの永久停止
● 報告が事実らしいと思われる場合（自転車で登録しているにも

かかわらず、自転車以外の車両を利用した場合）

✅利用規約・ガイドラインでの義務付け
● 利用規約にて、使用車両は当社が指定する要件を満たす必要があ

る点、虚偽の情報を申告する行為の禁止を記載
● 違反した場合は解除と記載
● ガイドラインにて登録車両での配達をするように記載


